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地域を育み、大陸をつなぐ
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　10月はＲＩ手続要覧によれば、「職業奉仕月間」と定め
ていますが、日本のロータリーでは、この10月を日本独
自の「米山月間」とも定めています。
　この職業奉仕については、毎月初めの例会で音読する
ロータリーの綱領の第２に「事業および専門職務の道徳
的水準を高めること、あらゆる有用な業務は尊重される
べきであるという認識を深める事、そしてロータリアン
各自が、業務を通じて社会に奉仕するために、その業務
を品位あらしめること。」とあります。
　これは「入りて学び、出でて奉仕する」という別の言葉
でも分かりやすく説明されています。「入りて学ぶ」とは
通常例会に出て心を磨く、ということであり、また「出で
て奉仕する」とは磨かれた倫理をもって自分の仕事に取
り組む、ということだそうです。
　また米山月間については、日本のロータリー独自の国
際奉仕活動「米山記念奨学事業」の目的と意義を認識し、
その発展を考えていかなければなりません。この米山奨
学制度は奨学生にロータリアンがカウンセラーとして
付き各種アドバイス、相談等をしたり、奨学生が毎月世
話クラブの例会に参加して親善を図るなど、他の奨学制
度にはないメリットがあると思います。日本で米山奨学
生として学んだ学生たちが、日本の良き理解者として、

幹事報告 幹事　西本和夫君

①９月８日の台風９号による記録的な大雨で莫大な被
害を受けた小山町へ、ＲＩ第２６２０地区よりお見舞
い金として３０万円をお渡ししました。�   
②見晴学園より見晴フェスティバルへの参加のお礼状
が届いています。�   
③１１／３（祭日）のＧＳＥ受入及び街頭募金の出席
及び御協力をお願いします。�   

“こんにちは、ようこそ”

稲葉良弥君(三島ＲＣ）

「日も風も星も」
指揮　佐々木雅浩君

ロータリーソング

石井良衛君

ビジター

於：米山梅吉記念館

日本と世界とを結ぶ平和の架け橋となって国際社会で
活躍することを願っています。
　本日はこの米山奨学制度を通して、米山梅吉翁を偲び
つつロータリーの奉仕活動を今一度考えてみたいもの
です。



親睦・奉仕の輪を広げよう

（週報担当：柳田英雄）

パキスタンでポリオ撲滅と洪水被災者救済が同時進行

パキスタンのカイバル・パクトゥンクワ州とパンジャブ
州で、大洪水により衛生設備の乏しいキャンプでの避難
生活を強いられている何百万という人々の救済活動に、
ポリオ撲滅の活動者やリソースが動員されています。 
ポリオ撲滅のための人材やインフラが既に充実している
パキスタンでは、大洪水の被災地でのニーズを調査し、
水感染病やそのほかの伝染病の状況を監視するために、
これらのインフラが活用されています。感染者が最も多
い地域では、ポリオを専門とする疫学者や監視要員が配
置され、自動車、ラジオ、衛生電話、医薬品、飲用水タ
ンクなどが備えられています。 
国連によると、今回の大洪水では、推定1,500人の死者、
2千万以上の被災者が出ました。潘基文国連事務総長は、
この災害を、国連が創設されて以来最悪のものであると
述べています。 
大洪水によって、適切な温度でポリオワクチンを輸送す
るために不可欠なコールドチェーンなどの不足で、同地
域の医療システムが深刻な状況に陥っています。 
「パキスタン全土を襲った洪水で、ポリオ撲滅活動がさ
らに困難になってます。私たちは、避難キャンプの子ど
もたちにワクチンを投与しようと試みています」と話す
のは、パキスタンのポリオ・プラス委員長、アジズ・メ
モンさんです。 
「2010年後半には、感染が広範囲に拡大してしまうリス
クが非常に高くなっている」という報告が、世界ポリオ
撲滅推進計画（GPEI）から出されており、これを防ぐた
め、5歳未満の子ども2,400万人を対象とする全国予防接
種日が、9月と10月に予定されています。国際ロータリ
ーは、9月の全国予防接種日で使用する9万個のワクチン
運搬器のための資金を提供しました。 
多くのニーズを抱えている洪水被災者のために、パキス
タン全国において、ロータリー関係者が支援活動を行っ
ています。パキスタンとアフガニスタンにまたがる第
3271地区と第3272地区のロータリー・クラブとローター
アクト・クラブは、食糧、衣料、医療、シェルターなど
を提供する活動を行っています。 
シンド地方にあるサマロ・ロータリー・クラブに所属す
る医師、カシフ・アジズさんとバルデブ・マヘシュワリ
さんの二人とローターアクターたちが、8月末と9月初め
にピルパトにある医療キャンプを運営し、2,300人以上
の患者の治療に当たりました。

ＲＯＴＡＲＹ　ＮＥＷＳ
卓　話

日本特有の「米山月間」にむけて

瀬川幸信君

米山記念奨学事業の歴史は、1952年戦後間もない時期に、
東京ロータリークラブが、日本のロータリークラブ創
立に貢献した実業家、故米山梅吉翁の功績を記念して、
後世に残るような有益な事業を立上げたいとの強い思
いから発足した事業で、海外から優秀な学生を日本に
招き、勉学を支援する奨学事業「米山基金」の構想でした。
そこには、二度と不幸な戦争の悲劇を繰り返さないた
めに、国際親善と世界平和に寄与したいという当時の
ロータリアンの強い願いがあったのです。
1954年に奨学生第1号のタイのソムチャード君が来日
して以来50数年を経過したこの奨学事業は、2000年に
は受入れ奨学生1090名、約20億超の奨学事業規模にま
で発展しましたが、バブル経済の崩壊により寄付金収
入が減少し続け、近年では、毎年800名の受入れ留学生
を約15億円の事業規模に縮小しましたが、現在でも国
内最大の民間奨学事業として存在価値を堅持していま
す。事業開始以来、1万5,500余名、116ヶ国の留学生に累
計で460億円以上の巨費を、全てロータリアンの皆様か
らの寄付金で支援を行って参りました。
2620地区では、毎年20余名の奨学生を受入れ、開始以来
300名以上の奨学生を、山梨・静岡の親善大使として世
界に送り出してきました。
　　　　　　　ロータリー米山記念奨学委員会委員長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　富田　明さん
　　　　　　　　　　　　　　　（ガバナー月信より）
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